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仲介

仲介

金融のしくみ

直接金融と間接金融①

直接金融
貸し手⇒借り手

間接金融
貸し手⇒第三者⇒借り手

国・地方自治体

会社 会社

個人

株式・債券の購入

債券の購入

配当・利息等の支払い

利息の支払い

①預金

④利息

③
利
息

③
利
息

②
貸
出

②
貸
出

　　　　　　　　　　　　　　

投資家

　　　　　　　　　　　　　

預金者

銀行

証券会社
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金融のしくみ

直接金融と間接金融②

直接金融
リスク大・リターン大

間接金融
リスク小・リターン小

自己責任

倒産

会社

リ
ス
ク
負
担リス

ク負
担

利
息

利息利息や配当

市場での
値上がり益
の機会

＋

　　　　　　　　　　　　　　

投資家

　　　　　　　　　　　　　

預金者

銀行

証券会社

会社
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株式流通のしくみ

プライマリーマーケットとセカンダリーマーケット

　　

売買

資金調達

　発行市場

流
通
市
場

企業

　　　　　　　　　　　　　　

投資家

　　　　　　　　　　　　　　

投資家

金融商品取引所
の審査・ルール
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株式投資のメリット①

株式＝出資者の権利を証明するために発行する証券

　 株主＝出資（株式を購入）した人

　　

　　

株主の権利

利益配当請求権

議決権

残余財産分配請求権

株式投資の魅力

値上がり益
キャピタルゲイン

配当金
インカムゲイン

経済に敏感に

株主優待
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株式投資のメリット②

値上がり益（キャピタルゲイン）

　　

※実際には株式投資には証券会社に支払う手数料が掛かり、売却益には税金がかかるので、
　手取りはこれより少なくなります。

A社
250円×1000株

A社
250円×1000株

購入時

25万円

A社
400円×1000株

A社
400円×1000株

売却時

40万円

値上がり益 15万円
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株式投資のメリット③

配当金（インカムゲイン）

　　

A社A社

中間配当5円 期末配当5円

年間配当10円

中間配当0円

年間配当10円

期末配当5円＋5円 復配 期末配当0円中間配当0円

年間配当0円

無配

期末配当0円中間配当5円

年間配当5円

減配

中間配当5円 期末配当10円

年間配当15円

増配

記念配当、特別配当が
分配される場合もある。
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株式投資のメリット④

経済や社会の動きに敏感に
　　株価は経済や社会の動きに敏感に反応するため、

　　株式投資を始めると、社会や経済に興味を持つ

　　 ようになります。

株主優待
　　株主優待のある企業もあります。

　　持株数によって内容が異なったり

　　いくつかの選択肢がある場合も。

　　自社製品や金券など、優待の内容も

　　さまざまです。
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株式投資の主なリスク

投資の世界で「リスクが高い」とは、

　　「予想通りにならない可能性が高いこと」を指します。

株価が
値下がりする

リスク

無配になる
リスク

投資先企業が
倒産する
リスク

流動性
リスク
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分散投資

株式のリスクはさまざまですが、リスクを最小限に抑える

　　には、『分散』が必要です。

商品の分散

　

現金現金 国内株式国内株式

外国株式外国株式 国内債券国内債券

外国債券外国債券 不動産不動産

等々

銘柄・業種の分散

輸出関連輸出関連

内需関連内需関連

エコ・環境エコ・環境

等々

購入時期の分散
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株価の変動要因

株価は買いたい人（需要）と売りたい人（供給）のバランス

　　で動きます。

企業業績

政治・経済の動き

市場の内部要因

その他

さまざまな要因が投資家の
心理に影響を与えます。

売りたい人

売りたい人
買いたい人　

買いたい人　 株価上昇

株価下落　
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金融商品取引法に基づく表示 

リスク・手数料等諸費用について 

【東海東京証券の概要】 
 商号等 ：東海東京証券株式会社 金融商品取引業者 東海財務局長（金商）第140号 
 加入協会  ：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会、一般社団法人第二種金融商品取引業協会 

金融商品等にご投資いただく際には、各商品等に所定の手数料等（国内株式取引の場合は

約定代金に対して上限1.265%（税込）（ただし、最低手数料2,750円（税込））の委託手数料が
かかります。投資信託の場合は、銘柄ごとに設定された販売手数料および信託報酬等の諸

経費、等）をご負担いただく場合があります。 

金融商品等には株式相場、金利水準の変動等による「市場リスク」、金融商品等の発行者
等の業務や財産の状況等に変化が生じた場合の「信用リスク」、外国証券である場合には、

「為替変動リスク」等により損失が生じるおそれがあります。さらに、新株予約権等が付され

た金融商品等については、これらの「権利を行使できる期間の制限」等があります。なお、信
用取引又はデリバティブ取引を行う場合には、その損失の額がお客様より差入れいただい

た委託保証金又は証拠金の額を上回るおそれがあります。 

手数料等およびリスクは、金融商品等ごとに異なりますので、契約締結前交付書面や上場
有価証券等書面または目論見書等をよくお読みください。 

 

この講座は、東海東京調査センターが作成し、東海東京証券株式会社が許諾を受けて提供しております。

投資判断の最終決定は、お客様自身の判断でなさるようにお願いいたします。 
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